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プログラミングの前に学ぶ入門編
̶*この「プログラミング入門」は、どのような講義ですか。
　プログラミングを始めたい人に向けた、基礎的知識を広く学
ぶ講義です。情報技術を扱う職を目指す人、システムの設計や
マネジメントで活躍したい人が知っておくべき基本的知識を身に
つけるための、入門的な内容です。講義名に「プログラミング」
とありますが、実際にプログラミングを実施してもらうことは想
定していません。手を動かす前にまず知ってしておきたい基本的
な知識や前提情報をしっかりインプットすることで、プログラミ
ングを学び、実際に書いていくための土台をつくることを目的と
しています。
　講義の前半は、プログラムがどのように開発・運用され、保
守されているかを解説します。講義の後半には、表計算・アセ
ンブラ・1203(&といったプログラミング言語とその開発環境に
ついて、それぞれの特徴や違いについて解説します。プロジェ
クト管理の理解も深めていきますので、情報系に就職したいと
考えている人はもちろん、それ以外の学生も、これからの時代
を生きていくのに必要な基礎的な考え方を学んでもらいたいと
思っています。また、この講義は「基本情報技術者」試験の受
験を目指す人の受験対策にもなっていますので、ぜひ試験にも

挑戦してほしいです。

̶*「基本情報技術者」試験とは、どのようなものですか。
　「基本情報技術者」試験は、情報系の会社に就職すると高確
率で受験を勧められる、とてもメジャーな資格です。試験時間
は長いですが全て選択問題なので、解答のハードルは低めです。
就職先の業界にかかわらず、在学中に受験しておくことをおすす
めします。欲を言えば「応用情報技術者」試験にもチャレンジし
てほしいですね。難易度は上がりますが、情報系企業への就活
がきっと有利になるはずです。

情報・数学・経済を学び深めてほしい
̶学生には都市情報学部で、どんな学びを深めてほしいですか。
　私たちは今、数学に価値を担保される「情報」という不思議
な商品が社会に大きく存在する、新しい時代を生きています。
これからの時代を切り拓く学生のみなさんには「情報」「数学」「経
済」を特に意識して学んでいただきたいです。これらは、都市情
報学部だとか、就職先の業界だとか、そういうことに関係なく、
これから大きく変革していく未来を生きるためにとても重要な学
問だと思っています。

確率論とその考え方を通して
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身の回りに確率モデルを見つけ、活用する力
̶#この講義は、具体的にどのような内容ですか。
　講義では「微分・積分」や「確率」を扱います。まず、改め
て関数や、微分・積分を俯瞰し、基礎概念を定着させるところ
からはじめます。次にデータ分析の方法として回帰分析とその仕
組みを理解し確率の概念まで拡張します。これらの考え方は、
データを科学的に見るのに必要で、使いこなす為に、数学とコ
ンピュータの結びつきに触れながら講義をしています。中学や高
校で「サイコロを振って4の目が出る確率」といった簡単な確率
に触れてきたと思います。さらに精査していくと、確率で考えら
れるモデルは「超幾何分布」「ポアソン分布」をはじめとする多
くの分布に細分化されていきます。それらを学ぶことを通して、
ものごとを理解してラベリングし、筋道を立てて考える力、身の
回りにある確率モデルを見つけて活用する力を身につけてほしい
と考えています。

̶#確率を学ぶことで身につく力とは、どんなことがありますか。
　確率は、さまざまな場面で活用されています。たとえば品質
管理の現場で「!"" 個生産する時に !" 個の不良品が出る。こ
のとき、いつもの確率と違う。」という発見から機械の不良を発
見できることがありますよね。こうした確率論的な考え方、もの

ごとの結びつきの話などにも触れて、確率論による解決策を探っ
ていきます。確率自体を学ぶことも大切ですが、複雑な問題解
決のために論理的展開ができる考え方を身につけてほしいです
ね。人生で何か問題や課題に直面したとき、自らの知識や経験
の引き出しをたくさん開けて解決していく能力が求められます。
そのひとつに確率論による解決を自分の中にインストールしてお
くことに、学びの意味があると考えます。

必然性のある、チェーンストーリーとして
̶#講義を進めるうえで、先生が特に大切にされていることは？
　確率を学ぶためには、微分・積分を深く理解する必要があり
ます。講義では都度知識や技能を補いつつ進めていますが、単
に知識や技能の修得より、必然性のあるチェーンストーリーを
伝えることを大切にしています。微分・積分などは、高校までは
それぞれに独立した定義として習ったと思います。高校の先生は
きっと、その先の学びや展開を見据えて教えてくれていたと思い
ます。私はその高校の先生の想いを継いで、大学生になった学
生たちが「今まで学んだことが役に立つんだ」と実感してもらえ
る伝え方ができたら理想ですね。都市情報学部では理系から文
系まで幅広く普遍的な知識とスキルを学ぶことができます。ぜ
ひ将来への選択肢を増やしてください。
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最初は初めて聞くことが多くて難しいと思って
いましたが、実は高校で習ってきた数学や身近
な計算も多く見つけることができ、今はとても
興味深いです。宇野先生は、講義後もわかるま
で根気よく丁寧に教えてくれます。学生の理解
度を確認しながら、さまざまな工夫をしてくだ
さる先生だと思います。

基本情報技術者試験の基礎知識が身につくと聞き、
受講しました。これからの時代に必要な情報処理
知識や経営知識について学べます。企業のマネジ
メントに関する内容は、社会に出たときに役立ち
そうだと感じました。講義の最後に基本情報技術
者試験の過去問が配布されるので、記憶の定着に
役立っています。
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宇野#隆#教授 Prof. Uno Takashi 水野#隆文#教授 Prof. Mizuno Takafumi

あたらしい確率入門　
羽鳥 裕久 著（牧野書店）

高校で数学を学んだことを前提とした入門書
で、これから大学で確率論を学ぶ人にぴったり
です。「これくらいはわかるでしょ」というアバウトな入門書が
多い中、羽鳥先生の本はとても親切。とても几帳面な方なの
で、ひとつずつステップを踏んだ丁寧な解説で読みやすいで
す。数式の海に溺れずに確実に理解できる一冊です。

人月の神話【新装版】　
Frederick Phillips Brooks, Jr.（丸善出版）

ソフトウェア工学とソフトウェアプロジェクト管
理についての名著。多くの大規模プログラム
開発プロジェクトが“失敗する理由”が書かれているエッセイ
集で、プログラマーの必読本です。初版は!56"年代ですが、
今の時代にも通ずることばかり。大規模プログラム開発の困
難さが、7"年間変わっていないことがわかると思います。


